
➢ 基礎研究医養成活性化プログラムにより、法医学等の分野における人材を養成するためのキャリアパ
スの構築までを見据えた体系的な教育を実施する大学に必要な経費を支援

死因究明等推進計画に基づく施策の推進状況
死因究明等に関する教育及び研究の拠点の整備
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➢ 警察において、今後の死亡数の増加に対応するべく、現場の映像等をリアルタイムで検視官に送信する
映像伝送装置の整備・活用を推進するとともに、一層効果的かつ効率的な検視官の運用について検討

➢ 海上保安庁において、鑑識官の整備を推進するとともに死体取扱業務に必要な資機材等を整備

死因究明等推進計画に基づく施策の推進状況
警察等における死因究明等の実施体制の充実

7

・海上保安部署３部署に鑑識官を増員配置
・３部署に検視室及び遺体保存用冷蔵庫を整備

鑑識官の設置部署数の推移

※各年４月１日時点の数

検視室 遺体保存用冷蔵庫



➢ 薬毒物検査を円滑に実施するための薬毒物検査拠点整備モデル事業を令和４年度予算に新規計上
➢ 警察及び海上保安庁において必要な検査を確実に実施

死因究明等推進計画に基づく施策の推進状況
死因究明のための死体の科学調査の活用

・令和４年度予算に新規予算として48百万円を計上
・モデル都道府県に薬毒物検査拠点を設置予定

簡易検査キットによる薬物検査 死亡時画像診断

警察における薬毒物検査・死亡時画像診断の実施体数等の推移

海上保安庁における薬毒物検査・死亡時画像診断の実施体数等の推移

8※平成29、30年の数値未把握



➢ 異状死死因究明支援事業により、解剖、死亡時画像診断等に係る費用を支援
➢ 死亡時画像診断システム等整備事業により、施設・設備の整備に要する費用を支援

死因究明等推進計画に基づく施策の推進状況
死体の検案及び解剖等の実施体制の充実
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本事業の補助金を活用した都道府県数の推移

※令和３年度は交付決定を行った都道府県数



➢ 警察において、「身元確認照会システム」を
適正かつ効果的に運用

死因究明等推進計画に基づく施策の推進状況
身元確認のための死体の科学調査の充実及び身元
確認に係るデータベースの整備
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警察における身元不明死体票作成数の推移

警察における身元不明死体の身元確認件数の推移

身元確認照会システム

身
元
不
明
死
体

行
方
不
明
者

身元不明死体の
・DNA型記録
・身体特徴
・身長
・体型
・歯
等の情報を登録

行方不明者の
・ＤＮＡ型記録（※）
・身体特徴
・身長
・体型
・歯
等の情報を登録

合致した場合、正確に身元確認を実施の上、死体を遺族等へ引き渡し

対照

※犯罪や事故等に巻き込まれ、生命又は身体に危険が生じているおそれ等のある行方不明者のみ登録

➢ 厚生労働省において、予防可能な子どもの死
亡を減らすことを目的として、予防のための子
どもの死亡検証（ＣＤＲ）モデル事業を推進。

死因究明により得られた情報の活用及び遺族等に対
する説明の促進

平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年
身元不明死体票作成数 897 802 651 661 518

平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年
身元確認件数 307 267 175 205 191

子どもが死亡した際に複数の関係者が死亡した経緯に関す
る様々な情報をもとに死亡原因に関する調査を行い、効果
的な予防対策を検討するＣＤＲモデル事業
令和３年度は新たに２道県において実施（計９道府県） 10


